
 

 

 

 

 

 本日、体育館の温度が高かったので、Zoom による終業式を行いました。明日から長い夏休みに入り

ます。病気や交通事故等に遭うことなく、元気な日々を送ってほしいと思います。 

また、夏休みの大部分は家庭での生活となります。家族団欒の時間に 

               子どもたちが笑顔いっぱいとなりますよう、願っております。終業式 

では、「おうち」という絵本の読み聞かせを行いましたので紹介します。 

 

皆さん、おはようございます。 

明日から待ちに待った夏休みですね。長い夏休みですから、こんなことしよう、あんなことしようと計

画している人も多いのではないでしょうか。 

では、校長先生からも夏休みだからこそしてほしいことを伝えます。それは、今から読む絵本に書いて

あります。よく聴いてくださいね。  

―「おうち」を読む― 

  

 

 

 

 

人間はおうちに帰りますね。なぜ帰るのでしょう。ごはんが食べられないから？ お風呂に入れない

から？ 眠れないから？ 犬や鳩、ミツバチもおうちに帰ります。すごく不思議ですね。でもお家に帰る

となぜか安心します。 

 それは、あなたがたを一番想ってくれているお家の人がいるからです。お父さんやお母さん、おじい

いちゃんやおばあさん、お兄さんやお姉さん、弟や妹、犬や猫などのペットもいるかもしれませんね。 

 夏休みはほとんどの時間をお家の人と過ごします。だから、夏休みはお家の人と過ごす時間を大切に

してください。では、どんなことをしてお家の人と一緒に過ごしますか？ 

 家族旅行や何かのイベントに家族で出かけることも良いと思いますが、ちょっとしたことでも家族と

たくさん触れ合いましょう。例えば、 

 

● 一緒に買い物に行く  ● 一緒にテレビを観る  ● 食事を囲む   

● 一緒にゲーム（カードやボード、テレビゲーム）をする  ● リビング（居間）で会話する 

● 一緒にラジオ体操やランニング、散歩をする  ● 公園で一緒に遊ぶ ● 近場のドライブ 

● 一緒に小物（マスコット等）作りをする  ● 一緒にケーキやクッキーを作る  

● 一緒に朝食や夕食を作る   ● 一緒に洗濯物を干したり、たたんだりする 

● 地域の行事にお家の人と一緒に参加する（夏祭り等） ● 家の掃除を一緒にする 

● お家の人と一緒に博物館や美術館、図書館等に行く  ● お家で花火をする 

 

などです。夏休みはお家の人と一緒に笑顔で過ごしてくださいね。そして、 

おうちの人から、たくさん「ありがとう」と言ってもらえるようにしましょう。 

では、８月３１日、笑顔いっぱいで登校してくる皆さんを待っていますね。 

お話を終わります。 

 

 子どもにとって家庭は、外で感じたストレスを癒し、自分を無条件に受け入れてくれる「安全基地」と

なります。この安心感が子どもの自己肯定感を育てます。 

 また、親にとっても子どもと一緒に笑ったり、成長していく過程を間近で見守ったりすることは、子育

てを通じたかけがえのない体験であり、人生の豊かさや幸福感を感じる機会となります。 
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人はおうちに帰る。なぜ帰るのだろう。ごはんが食べら

れないから？ お風呂に入れないから？ 眠れないから？ 

犬や鳩やミツバチもおうちに帰る。すごく不思議。おうち

にいると安心する。おうちについて深く考える絵本。 


